
������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

水
産
庁
は
平
成
２１
年
度
末

の
漁
村
に
お
け
る
汚
水
処
理

人
口
普
及
率
を
こ
の
ほ
ど
調

査
し
、
普
及
率
は
１
年
間
で

２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
５３
％

と
な
っ
た
。

調
査
は
漁
港
漁
場
整
備
法

に
指
定
さ
れ
た
漁
港
の
背
後

に
位
置
す
る
人
口
５
０
０
０

人
以
下
の
４
６
４
８
集
落
の

漁
村
に
お
い
て
実
施
。
漁
村

に
お
け
る
汚
水
処
理
は
、
各

都
道
府
県
が
策
定
し
た
「
都

道
府
県
構
想
」
に
基
づ
き
、

集
落
排
水
施
設
、
公
共
下
水

道
、
浄
化
槽
等
に
て
分
担
し

つ
つ
進
め
て
い
る
。

２１
年
度
の
漁
村
に
お
け
る

普
及
率
は
１
年
間
で
２
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
、
５３
％
。
汚
水

処
理
人
口
は
、
２０
年
度
末
か

ら
３
・
４
万
人
増
加
し
１
２

５
万
人
と
な
っ
た
。

ま
た
、
２１
年
度
末
の
漁
業

集
落
排
水
施
設
に
よ
る
処
理

人
口
は
、
２０
年
度
末
か
ら
０

・
４
万
人
増
の
１７
・
４
万
人

と
な
り
、
全
体
の
シ
ェ
ア
は

１３
・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
各
処
理
施
設

人
口
は
、
公
共
下
水
道
が
０

・
９
万
人
増
の
６５
・
４
万
人
、

農
業
集
落
排
水
施
設
が
０
・

１
万
人
減
の
８
・
１
万
人
、

浄
化
槽
等
は
２
・
２
万
人
増

の
３４
・
１
万
人
だ
っ
た
。

漁
港
漁
場
整
備
長
期
計
画

で
は
汚
水
処
理
人
口
比
率
を

３５
％
（
平
成
１６
年
度
）
か
ら

概
ね
６０
％
に
向
上
さ
せ
る
こ

と
を
目
標
に
設
定
。
漁
村
に

お
け
る
汚
水
処
理
は
毎
年
着

実
に
整
備
が
進
ん
で
お
り
、

処
理
人
口
は
こ
の
６
年
で
２２

・
７
万
人
増
加
し
て
い
る
。

一
方
で
、
い
ま
だ
に
全
国

平
均
（
２１
年
度
末
で
８６
％
）に

比
べ
大
き
な
格
差
が
あ
る
た

め
、
水
産
庁
、
地
方
公
共
団

体
、
関
係
団
体
が
一
致
協
力

し
、
漁
村
に
お
け
る
漁
業
集

落
排
水
施
設
等
の
整
備
促
進

を
図
る
な
ど
漁
村
の
生
活
環

境
改
善
を
推
進
し
て
い
る
。
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全
国
海
岸
事
業
促
進
連

合
協
議
会
（
会
長
・
磯
部

雅
彦
東
京
大
学
副
学
長
）

で
は
、
１１
月
２５
日
（
木
）
午

後

１

時

か

ら
、
農
林
水

産
省
、
国
土

交
通
省
の
後

援
の
も
と
、

東
京
都
内
の

シ
ェ
ー
ン
バ

ッ
ハ
・
サ
ボ

ー
（
砂
防
会

館
別
館
）で
「
第
１４
回
海
岸

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

す
る
。

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
テ
ー
マ
は
、
「
津
波
に

備
え
る
～
命
を
守
る
知
識

と
意
識
」
で
、
都
司
嘉
宣

東
京
大
学
地
震
研
究
所
准

教
授
に
よ
る
基
調
講
演

「
二
〇
〇
四
年
ス
マ
ト
ラ

地
震
、
二
〇
〇
七
年
ソ
ロ

モ
ン
諸
島
地
震
、
二
〇
〇

九
年
サ
モ
ア
諸
島
地
震
、

二
〇
一
〇
年
チ
リ
地
震
の

各
津
波
の
残
し
た
教
訓
」

と
、
山
�
登
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説

副
委
員
長
ら
６
名
の
パ
ネ

リ
ス
ト
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
予
定

さ
れ
て
い
る
。

参
加
費
は
無
料
。

申
込
締
切
は
１１
月
１１
日

（
木
）。

問
い
合
わ
せ
、
参
加
申

し
込
み
は
、
事
務
局
の
�

全
国
海
岸
協
会
へ
。

電
話

０
３
・
３
５
９
５

・
６
６
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
３
・
３
５
９

５
・
６
６
３
４

申
し
込
み
の
詳
細
は
、

�
全
国
海
岸
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
下
さ

い
。
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水
産
庁
主
催
に
よ
る

「
平
成
２２
年
度
漁
港
漁
場

管
理
者
研
修
会
（
後
期
）
」

が
１２
月
２
日
（
木
）
、
小
樽

経
済
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
７

階
、
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、北
海
道
庁
、北
海
道
開

発
局
の
協
力
を
得
て
、
全

国
漁
港
漁
場
協
会
主
催
に

よ
る
現
地
視
察
研
修
を
１２

月
３
日（
金
）に
実
施
す
る
。

視
察
研
修
は
、
午
前
８

時
よ
り
午
後
３
時
ま
で
の

予
定
で
、「
古
平
漁
港
」
、

「
余
市
河
口
漁
港
」の
２
漁

港
の
視
察
を
行
い
、
現
場

に
お
い
て
担
当
者
か
ら
の

説
明
、
質
疑
応
答
が
行
わ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

古
平
漁
港
は
、
就
労
環

境
改
善
施
設
と
し
て
冬
季

風
浪
に
対
応
す
る
た
め
の

屋
根
付
き
施
設
が
設
置
さ

れ
て
お
り
、
余
市
河
口
漁

港
は
、
利
用
調
整
事
業
に

よ
り
Ｐ
Ｂ
と
漁
船
と
を
住

み
分
け
さ
せ
て
お
り
、
漁

港
施
設
と
Ｐ
Ｂ
収
容
施
設

と
が
あ
る
の
で
、
是
非
両

漁
港
を
視
察
い
た
だ
き
た

い
と
思
う
。

申
し
込
み
は
、
水
産
庁

計
画
課
管
理
班
よ
り
都
道

府
県
庁
担
当
者
宛
案
内
が

さ
れ
て
い
る
の
で
、
参
加

希
望
の
方
は
、
都
道
府
県

庁
担
当
者
に
ご
連
絡
を
取

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
視
察
研
修
の
参

加
費
は
１
名
当
た
り
二
千

五
百
円
（
バ
ス
代
の
み
、
昼

食
は
各
自
負
担
）
を
予
定

し
て
い
る
。

菅
改
造
内
閣
の
発
足
に
伴

い
、
新
し
い
農
林
水
産
大
臣

に
鹿
野
道
彦
（
か
の
・
み
ち

ひ
こ
）
衆
院
議
員
が
就
任
し

た
。
昭
和
１７
年
１
月
２４
日
生

ま
れ
の
６８
歳
。
衆
院
議
員
１１

期
。
農
林
水
産
大
臣
、
総
務

庁
長
官
、
新
党
み
ら
い
代
表
、

国
民
の
声
代
表
、
民
主
党
副

代
表
、
衆
院
予
算
委
員
長
な

ど
を
歴
任
。
山
形
１
区
。
学

習
院
大
学
卒
。

農
水
副
大
臣
に
は
筒
井
信

隆
衆
院
議
員
（
つ
つ
い
・
の

ぶ
た
か
、
新
潟
６
区
）
が
就

任
。
篠
原
孝
副
大
臣
（
衆
院

議
員
、
長
野
１
区
）
は
留
任

し
た
。

筒
井
氏
は
昭
和
１９
年
１１
月

１０
日
生
ま
れ
の
６５
歳
。
衆
院

農
水
委
員
長
。
早
大
法
卒
。

当
選
５
回
。

農
水
大
臣
政
務
官
に
は
松

木
謙
公
衆
院
議
員
（
ま
つ
き

・
け
ん
こ
う
、
北
海
道
１２
区
）、

田
名
部
匡
代
衆
院
議
員
（
た

な
ぶ
・
ま
さ
よ
、
青
森
３
区
、

比
例
東
北
）
が
就
任
し
た
。

松
木
氏
は
５１
歳
、
当
選
３

回
。
青
山
学
院
大
経
営
卒
。

田
名
部
氏
は
当
選
２
回
、
４１

歳
。
玉
川
学
園
女
子
短
大
卒
。

ま
た
、
衆
議
院
の
農
林
水

産
委
員
長
に
は
山
田
正
彦
前

農
林
水
産
大
臣
、
参
議
院
の

農
林
水
産
委
員
長
に
は
主
浜

了
氏
（
岩
手
選
挙
区
）
が
就

い
た
。

主
浜
氏
は
６０
歳
、
当
選
２

回
。
北
海
道
大
学
法
学
部
卒
。

９
月
２１
日
（
火
）
、
都
内
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
都
市
漁
村
交
流
推
進
協
議

会
の
平
成
２２
年
度
役
員
会
及

び
総
会
等
が
開
催
さ
れ
た
。

役
員
会
で
は
、
堂
故
茂
会

長
（
富
山
県
氷
見
市
長
）
の

挨
拶
の
後
、
事
務
局
か
ら
の

報
告
に
基
づ
き
議
事
が
進
行

し
、
平
成
２１
年
度
活
動
報
告

及
び
決
算
報
告
、
平
成
２２
年

度
活
動
計
画
及
び
予
算
計

画
、
役
員
の
改
選
の
３
つ
の

議
案
が
承
認
さ
れ
、
総
会
に

議
案
と
し
て
提
出
す
る
こ
と

が
決
ま
っ
た
。

役
員
会
に
引
き
続

き
、
平
成
２２
年
度
総
会

を
開
催
し
た
。
総
会
に

は
、
水
産
庁
か
ら
本
田

直
久
漁
港
漁
場
整
備
部

防
災
漁
村
課
長
、
村
上

邦
宏
都
市
漁
村
交
流
専

門
官
が
来
賓
と
し
て
出

席
し
た
。

始
め
に
、
堂
故
会
長

が
「
都
市
漁
村
交
流
の

取
り
組
み
が
地
域
の
活
性
化

に
結
び
つ
く
。
そ
の
た
め
に

は
都
市
漁
村
交
流
推
進
協
議

会
の
会
員
が
結
束
し
て
息
の

長
い
継
続
的
な
活
動
を
す
る

こ
と
に
意
義
が
あ
る
。
会
員

で
あ
る
地
域
が
主
導
と
な
る

こ
と
に
よ
り
地
域
主
権
が
国

を
変
え
て
い
く
。
」
と
開
会

挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
本
田
課
長
が
「
昨

年
度
取
り
ま
と
め
た
漁
村
活

性
化
の
あ
り
方
中
間
取
り
ま

と
め
の
精
神
に
基
づ
い
て
海

業
を
推
進
す
べ
き
。
そ
れ
ぞ

れ
の
漁
村
で
営
ま
れ
て
い
る

海
業
を
全
国
に
打
ち
出
す
に

は
６
次
産
業
化
が
重
要
で
あ

る
。
地
域
を
活
性
化
す
る
に

は
本
協
議
会
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
」
と
来
賓

挨
拶
を
呈
し
た
。

続
い
て
議
事
に
入
り
、
平

成
２１
年
度
活
動
報
告
及
び
決

算
報
告
、
平
成
２２
年
度
活
動

計
画
及
び
予
算
計
画
、
役
員

改
選
の
３
つ
の
議
案
が
承
認

さ
れ
た
。

役
員
改
選
で
は
、
会
長
に

堂
故
茂
富
山
県
氷
見
市
長
、

副
会
長
に
金
澤
瑛
北
海
道
標

津
町
長
、
深
渡
宏
岩
手
県
普

代
村
長
、
鈴
木
史
鶴
哉
静
岡

県
南
伊
豆
町
長
、
長
瀬
幸
夫

兵
庫
県
香
美
町
長
、
大
西
勝

也
高
知
県
黒
潮
町
長
、
藤
本

昭
夫
大
分
県
姫
島
村
長
、
監

事
に
鈴
木
光
雄
全
日
本
漁
港

建
設
協
会
専
務
理
事
を
選
任

し
た
。

役
員
会
・
総
会
終
了
後
、

本
協
議
会
主
催
、
オ
ー
ラ

イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
会
議
後
援
に

よ
る
「
ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク
『
ま

ち
に
元
気
を
！
』～
全
国
発
、

ま
ち
お
こ
し
に
向
け
た
都
市

漁
村
交
流
の
可
能
性
と
あ
り

方
を
探
る
～
」が
開
催
さ
れ
た
。

定
員
８０
名
の
会
場
が
満
席

に
な
る
ほ
ど
の
参
加
者
の

下
、
主
催
者
を
代
表
し
て
堂

故
会
長
が
「
地
方
と
都
市
が

お
互
い
に
な
い
も
の
を
補
完

す
る
都
市
漁
村
交
流
の
促
進

を
目
的
に
平
成
１４
年
７
月
に

本
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た
。

農
水
省
、
文
部
科
学
省
、
総

務
省
が
一
体
と
な
っ
て
「
子

ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
開
始
す
る
な
ど
、

我
々
の
考
え
方
が
国
家
的
な

考
え
・
価
値
観
に
な
っ
て
お

り
、
今
後
も
自
信
を
持
っ
て

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
。
各

地
域
の
活
動
が
充
実
し
、
そ

れ
が
国
全
体
の
方
向
を
つ
く

っ
て
い
く
、
変
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。」

と
開
会
挨
拶
を
述
べ
、
第
一

部
「
基
調
講
演
」
、
第
二
部

「
本
協
議
会
会
員
の
活
動
事

例
紹
介
」
が
行
わ
れ
た
。

第
一
部
で
は
、
『
住
民
・

行
政
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
動
で
進
め

る
地
域
の
�
げ
ん
き
�
づ
く

り
』
と
題
し
て
、
情
報
工
房

代
表
の
山
浦
晴
男
氏
に
よ
る

講
演
が
あ
っ
た
。
山
浦
氏
は
、

Ｋ
Ｊ
法
を
開
発
し
た
故
川
喜

田
二
郎
先
生
の
下
で
の
２０
年

間
に
わ
た
る
「
野
外
科
学
と

Ｋ
Ｊ
法
」
の
研
究
・
実
践
を

基
に
、
現
在
は
全
国
を
フ
ィ

ー
ル
ド
と
し
て
「
地
域
の�
げ

ん
き
�
づ
く
り
」
を
実
践
し

て
い
る
。

山
浦
氏
は
「
漁
村
や
離
島

地
域
は
少
子
高
齢
化
が
進
み

暮
ら
し
を
維
持
す
る
こ
と
が

厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
元
気

を
な
く
し
て
い
る
。
地
域
の

元
気
づ
く
り
に
は
、
住
民
自

ら
が
地
域
資
源
を
活
か
し
、

ど
の
よ
う
な
暮
ら
し
を
作
り

出
す
か
を
考
え
る
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
内
発
的
な
地
域

の
元
気
づ
く
り
に
鍵
が
あ

る
。」
と
述
べ
、
宮
城
県
田
代

島
、
和
歌
山
県
龍
神
村
で
の

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
、
地
域
の
元
気
づ
く
り
の

手
法
に
つ
い
て
講
演
し
た
。

第
二
部
で
は
、
本
協
議
会

会
員
の
都
市
漁
村
交
流
活
動

の
事
例
が
紹
介
さ
れ
た
。

始
め
に
、
三
重
県
熊
野
市

で
漁
業
者
が
組
織
し
た
「
遊

木
海
と
自
然
の
ク
ラ
ブ
」
の

活
動
が
同
ク
ラ
ブ
事
務
局
の

濱
中
朋
美
氏
よ
り
『
わ
が
ら

の
町
を
わ
が
ら
で
元
気
に
！

～
ブ
ル
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ

る
漁
村
活
性
化
～
』
と
題
し

て
紹
介
さ
れ
た
。

続
い
て
、
高
知
県
黒
潮
町

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
砂
浜
美
術
館
の
活

動
が
同
美
術
館
事
務
局
長
の

村
上
健
太
郎
氏
『
館
長
は
ニ

タ
リ
ク
ジ
ラ
～
も
の
の
見
方

を
か
え
て
地
域
資
源
を
発
信

す
る
美
術
館
の
取
組
～
』
と

題
し
て
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の

活
動
は
「
第
３
回
オ
ー
ラ

イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
大
賞
」
を
受

賞
し
て
い
る
。

最
後
に
、
後
援
の
「
オ
ー

ラ
イ
！
ニ
ッ
ポ
ン
会
議
」
事

務
局
長
の
茅
原
裕
昭
氏
よ
り

コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。
第
一

部
・
第
二
部
と
も
参
加
者
と

の
活
発
な
質
疑
応
答
も
行
わ

れ
、
充
実
し
た
ト
ー
ク
＆
ト

ー
ク
と
な
っ
た
。

�
全
国
漁
港
漁
場
協
会

は
、
９
月
２７
日
午
後
１
時
か

ら
協
会
会
議
室
に
お
い
て
第

２
回
理
事
会
を
開
催
し
た
。

議
題
は
、
�
第
６２
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
付
議
議
案
に
つ

い
て
、
�
次
期
大
会
（
第
６３

回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
）
開

催
地
に
つ
い
て
、
の
２
件
。

１
号
議
案
の
第
６２
回
全
国

漁
港
漁
場
大
会
付
議
議
案
に

つ
い
て
は
、
「
平
成
２３
年
度

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸

整
備
予
算
の
確
保
に
関
す
る

件
」
と
し
、
次
の
４
事
項
と

す
る
こ
と
を
決
め
た
。

◇
水
産
資
源
の
回
復
・
増
大

と
豊
か
な
生
態
系
を
維
持
す

る
た
め
の
水
産
環
境
整
備

◇
安
全
・
安
心
で
国
際
競
争

力
の
あ
る
水
産
物
の
安
定
供

給
を
支
え
る
漁
港
の
高
度
衛

生
管
理
対
策
と
老
朽
化
対
策

◇
地
域
資
源
を
活
か
し
た
漁

村
の
６
次
産
業
化
と
生
活
環

境
整
備

◇
地
域
住
民
の
生
命
・
財
産

を
護
る
漁
港
、
漁
村
及
び
海

岸
の
防
災
・
減
災
対
策

２
号
議
案
の
次
期
大
会
開

催
地
は
、
青
森
県
青
森
市
に

決
定
し
た
。
開
催
日
は
、
平

成
２３
年
１０
月
２０
日
（
木
）
の

予
定
。

大
日
本
水
産
会
は
平
成
２２

年
度
水
産
功
績
者
３７
人
を
７

日
に
決
定
し
、
漁
港
漁
場
関

係
で
は
�
大
分
県
漁
港
協
会

会
長
の
藤
本
昭
夫
氏
が
選
ば

れ
た
。

そ
の
ほ
か
多
く
の
漁
港
漁

場
関
係
者
が
名
を
連
ね
た
。

関
係
功
績
者
は
次
の
通
り

（
敬
称
略
）。

〔
漁
港
漁
場
関
係
〕
▽
藤

木
昭
夫
（
�
大
分
県
漁
港
協

会
会
長
）

〔
沿
岸
漁
業
関
係
〕
▽
石

井
寅
司
（
北
海
道
漁
港
漁
場

協
会
副
会
長
、
猿
払
村
漁
協

組
合
長
）
▽
矢
吹
正
一
（
福

島
県
港
湾
漁
港
協
会
副
会

長
、
い
わ
き
市
漁
協
組
合
長
）

▽
武
井
正
（
神
奈
川
水
産
振

興
促
進
協
会
理
事
、
相
模
湾

水
産
振
興
事
業
団
理
事
長
）

▽
松
野
均
（
富
山
県
漁
港
漁

場
協
会
理
事
、
く
ろ
べ
漁
協

組
合
長
）
▽
中
谷
英
明
（
石

川
県
漁
港
漁
場
協
会
理
事
、

石
川
県
漁
協
副
組
合
長
）
▽

永
富
洋
一
（
三
重
水
産
基
盤

整
備
協
会
副
会
長
、
三
重
県

漁
連
会
長
）
▽
大
門
誠
（
京

都
府
漁
港
漁
場
協
会
監
事
、

元
宮
津
市
漁
協
組
合
長
）
▽

村
田
繁
美
（
�
福
岡
県
漁
港

漁
場
協
会
理
事
、
元
地
島
漁

協
組
合
長
）

〔
増
養
殖
・
内
水
面
関
係
〕

▽
今
井
鐵
男
（
北
海
道
漁
港

漁
場
協
会
理
事
、
北
海
道
さ

け
・
ま
す
増
殖
事
業
協
会
会

長
）
▽
利
穂
博
（
徳
島
県
漁

港
漁
場
協
会
副
会
長
、
徳
島

県
漁
連
会
長
）

平成２２年１０月１５日 発行

毎月 １回１５日発行

編集兼
発行人

社団法人 全国漁港漁場協会

田 中 潤 兒

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園

挨拶する堂故会長

２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
の
５３
％
に

平成２２年度総会等を開催

����	
��
�

都市漁村交流推進協議

水
産
庁

漁
村
の
汚
水
処
理
人
口
普
及
率

水
産
功
績
者
に

漁 港 漁 場 月 報

農
水
大
臣
に
鹿
野
道
彦
氏

大
分
県
漁
港
協
会
の
藤
本
会
長

副
大
臣
は
筒
井
氏
と
篠
原
氏

鹿野農水大臣

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

第
１４
回
海
岸
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

１１
月
２５
日
に
開
催

（
後
期
）
視
察

研
修
の
実
施

第
２
回
理
事
会
を
開
催

�社
全
国
漁
港
漁
場
協
会

漁
港
漁
場
管
理
者
研
修
会

開開催催告告知知

�
� �����



�
青
森
県
漁
港
漁
場
協
会

は
去
る
９
月
３０
日
に
平
成
２２

年
度
青
森
県
漁
港
漁
場
整
備

事
業
研
修
会
を
青
森
市
内
の

水
産
ビ
ル
で
開
催
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
、
こ
れ
か

ら
の
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の

効
率
的
発
展
に
資
す
る
た

め
、
県
内
漁
港
漁
場
関
係
者

に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
、
今
年
度
が
１０
年
目

と
な
る
も
の
で
あ
る
。

参
集
者
は
県
及
び
市
町
村

の
漁
港
漁
場
関
係
職
員
、
水

産
関
係
団
体
及
び
漁
協
の
役

職
員
、
魚
礁
関
係
企
業
、
漁

港
漁
場
建
設
に
関
係
す
る
事

務
局
職
員
及
び
団
体
等
で
お

お
よ
そ
１
７
０
名
が
参
加
し

た
。研

修
会
に
先
立
ち

主
催

者
を
代
表
し
て
越
善
靖
夫
氏

（
東
通
村
長
）
が
開
催
の
目

的
等
に
つ
い
て
挨
拶
し
、
続

い
て
県
農
林
水
産
部
水
産
局

漁
港
漁
場
整
備
課
新
山
英
邦

課
長
（
鹿
内
武
久
課
長
代
理

代
読
）
が
挨
拶
を
述
べ
た
。

研
修
会
は
、
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
計
画
課
係
長
成

田
賢
仁
氏
に
よ
る
「
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
に
つ
い

て
」
説
明
が
あ
っ
た
後
、
県

農
林
水
産
部
水
産
局
漁
港
漁

場
整
備
課
技
師
東
野
敏
及
氏

の
講
演
に
続
き
、
青
森
大
学

准
教
授
田
村
早
苗
氏
の
「
森

林
と
漁
業
の
関
わ
り
に
つ
い

て
」
と
題
し
た
基
調
講
演
が

行
わ
れ
た
後
、
六
ヶ
所
村
海

水
漁
業
協
同
組
合
代
表
理
事

組
合
長
木
村
常
紀
氏
、
新
深

浦
町
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
西
�
義
三
氏
、
三

基
ブ
ロ
ッ
ク
�
企
画
開
発
部

長
吉
住
式
克
氏
、
�
三
柱
課

長
代
理
神
野
充
輝
氏
が
講
演

し
た
。

研
修
会
終
了
後
、
会
場
を

同
市
内
の
「
ア
ラ
ス
カ
」
に

移
し
、
１
０
０
名
が
出
席
し

植
村
副
会
長
の
挨
拶
に
よ
り

情
報
交
換
会
が
行
わ
れ
研
修

会
は
盛
会
裡
に
終
了
し
た
。

�
福
岡
県
漁
港
漁
場
協
会

は
、
福
岡
県
水
産
振
興
課
の

協
力
を
得
て
、
９
月
７
日
福

岡
市
の
「
ホ
テ
ル
レ
ガ
ロ
福

岡
」
に
お

い
て
「
平

成
２２
年
度

市
町
水
産

関
係
担
当

者

研

修

会
」
を
県

・
市
町
か

ら
４２
名
の

参
加
を
得

て
開
催
し

た
。こ

の
研

修
会
は
県
内
市
町
の
漁
港
漁

場
関
係
担
当
者
を
対
象
と
し

た
も
の
で
、
今
年
度
も
台
風

接
近
の
な
か
、
水
産
庁
か
ら

講
師
を
招
き
漁
港
漁
場
整
備

事
業
の
説
明
を
主
に
し
た
研

修
と
な
っ
て
い
る
。

研
修
会
は
午
後
１
時
か
ら

福
岡
県
水
産
振
興
課
有
江
課

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
事
前

に
取
り
ま
と
め
た
質
疑
に
対

す
る
応
答
を
含
め
、
午
後
４

時
３０
分
ま
で
の
長
時
間
の
研

修
で
あ
っ
た
が
参
加
者
は
熱

心
に
聴
講
し
た
。

【
内
容
及
び
講
師
】

「
農
山
漁
村
地
域
整
備
交
付

金
に
つ
い
て
」

＝

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部

計
画
課
計
画
官

米
山
正
樹

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局
農

村
整
備
官
付

宮
園
知
恵

「
漁
港
整
備
事
業
制
度
に
つ

い
て
」

＝

福
岡
県
水
産
振
興
課
漁
港

整
備
係
主
任
技
師野

�

貴
廣

「
漁
場
整
備
事
業
の
概
要
に

つ
い
て
」

＝

福
岡
県
水
産
振
興
課
漁
場

整
備
係
参
事
補
佐
兼
係
長

濱
�
稔
洋

「
沿
岸
漁
業
構
造
改
善
事
業

及
び
福
岡
県
水
産
業
振
興
対

策
事
業
に
つ
い
て
」

＝

福
岡
県
水
産
振
興
課
養
殖

流
通
係
事
務
主
査中

山

幸
樹

「
漁
港
の
管
理
に
つ
い
て
」

＝

福
岡
県
水
産
振
興
課
施
設

管
理
係
事
務
主
査豊

田

進

国
際
航
路
協
会
は
港
湾
、

漁
港
や
航
路
に
関
す
る
技
術

的
な
研
究
や
開
発
途
上
国
へ

の
技
術
援
助

な
ど
を
幅
広

く
行
う
国
際

機

関

で

あ

る
。本

協
会
が
本
年
設
立
１
２

５
周
年
に
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
記
念
事
業
が
世
界

各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
る

が
、
ア
ジ
ア
地
区
の
記
念
事

業
は
９
月
１２
日
か
ら
１４
日
の

３
日
間
名
古
屋
市
で
開
催
さ

れ
た
。

本
記
念
事
業
で
は
、
皇
太

子
殿
下
の
ご
臨
席
の
も
と

「
国
際
航
路
協
会
１
２
５
周

年
記
念
式
典
」

が
挙
行
さ
れ
た

ほ
か
、
「
沿
岸

・
内
陸
水
運
と

地
域
振
興
」
及
び
「
浚
渫
と

環
境
」
を
テ
ー
マ
に
国
際
セ

ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

青
森
県
漁

村
災
害
対
策

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
議
会
は

去
る
９
月
１０

日
に
青
森
市

の
青
森
県
水

産
ビ
ル
で
、

平
成
２２
年
度

通
常
総
会
を

開
催
し
全
議

案
原
案
ど
お

り
可
決
承
認

さ
れ
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
田
中
正

世
士
会
長
が
挨
拶
を
述
べ
、

�
青
森
県
漁
港
漁
場
協
会
長

（
原
口
健
二
専
務
理
事
代

読
）
、
青
森
県
水
産
局
漁
港

漁
場
整
備
課
長
（
鹿
内
武
久

課
長
代
理
代
読
）
が
来
賓
の

挨
拶
を
述
べ
た
。

当
協
議
会
は
、
地
震
・
台

風
・
津
波
な
ど
に
よ
り
漁
業

地
域
に
お
い
て
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
災
害

復
旧
事
業
等
の
職
務
経
験
の

あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
要
請

に
応
じ
て
地
方
公
共
団
体
に

派
遣
し
、
災
害
復
旧
に
係
る

地
方
公
共
団
体
の
業
務
支
援

を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
２０
年
９
月
１２
日
に
３２
名
の

会
員
に
よ
り
設
立
し
た
。

今
年
は
新
た
に
６
名
の
会

員
が
入
会
し
、
新
会
員
を
代

表
し
て
原
田
邦
治
氏
へ
田
中

会
長
か
ら
「
漁
村
災
害
対
策

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
証
明

書
」
が
交
付
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
は
、
携
帯
電

話
に
よ
る
被
災
状
況
の
送
受

信
に
関
す
る
実
務
演
習
を
行

い
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る

会
員
と
の
連
絡
体
制
の
確
立

を
図
っ
た
。

熊
本
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
安
田
公
寛
天
草
市

長
）
は
、
１０
月
８
日
午
後
４

時
か
ら
、
熊
本
市
の
「
ホ
テ

ル
熊
本
テ
ル
サ
」に
お
い
て
、

平
成
２２
年
度
通
常
総
会
を
開

催
し
た
。

総
会
は
安
田
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
神
戸
和
生
熊
本
県

農
林
水
産
部
次
長
、
鹿
田
正

一
�
全
国
漁
港
漁
場
協
会
理

事
が
来
賓
祝
辞
を
述
べ
た
。

安
田
会
長
を
議
長
に
議
事

に
入
り
、
平
成
２１
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
並
び
に

剰
余
金
処
分
案
、
平
成
２２
年

度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算

案
を
提
案
通
り
議
決
し
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
改
選
が
行
わ
れ
た
後
、

理
事
会
に
置
い
て
安
田
天
草

市
長
が
会
長
に
再
任
さ
れ

た
。

【
漁
港
漁
場
整
備
部
内
の
異

動
】

◇
計
画
課

計
画
課
長
補
佐
・
計
画
班

担
当
（
防
災
漁
村
課
長
補
佐

・
災
害
対
策
班
担
当
）
伊
藤

敏
朗
▽
総
括
班
企
画
法
令
係

長
（
計
画
課
）
馬
場
俊
介

◇
整
備
課

整
備
課
長
補
佐
・
企
画
班

担
当
（
海
外
水
産
土
木
専
門

官
）
内
田
智

◇
防
災
漁
村
課

防
災
漁
村
課
長
補
佐
・
災

害
対
策
班
担
当
（
計
画
課
長

補
佐
・
計
画
班
担
当
）内
山
裕

三
▽
環
境
整
備
班
基
準
係
長

（
防
災
漁
村
課
）日
野
雅
貴

【
漁
港
漁
場
整
備
部
外
へ
の

転
出
】

◇
整
備
課
か
ら

農
林
水
産
省
大
臣
官
房
政

策
課
企
画
官
・
大
臣
官
房
食

料
安
全
保
障
課
併
任
・
内
閣

官
房
副
長
官
補
付
併
任
（
課

長
補
佐
・
企
画
班
担
当
）
金

田
拓
也

漁
港
漁
場
漁
村
整
備
促
進

議
員
連
盟
（
会
長
・
衛
藤
征

士
郎
衆
議
院
副
議
長
）
は
、

１０
月
６
日
午
後
３
時
３０
分
か

ら
東
京
・
千
代
田
区
の
自
民

党
本
部
リ
バ
テ
ィ
２
・
３
号

室
で
臨
時
総
会
を
開
催
し
、

平
成
２３
年
度
水
産
基
盤
整
備

関
係
予
算
の
概
算
要
求
に
つ

い
て
、
水
産
庁
（
橋
本
牧
漁

港
漁
場
整
備
部
長
ら
）
及
び

関
係
団
体
を
招
い
て
協
議
を

行
っ
た
。

同
議
連
の
北
村
誠
吾
事
務

局
長
の
司
会
で
会
議
が
進
め

ら
れ
、
始
め
に
衛
藤
征
士
郎

会
長
が
「
昨
今
の
我
が
国
経

済
は
、
長
引
く
不
況
、
デ
フ

レ
等
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

お
り
、
特
に
地
方
の
経
済
疲

弊
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。

水
産
業
、
漁
村
に
お
い
て
も

資
源
の
減
少
が
異
常
気
候
に

よ
り
更
に
加
速
し
て
い
る
。

ま
た
、
魚
価
が
非
常
に
安
値

に
な
り
非
常
に
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
い
う

時
に
こ
そ
、
漁
港
・
漁
場
及

び
漁
村
等
、
水
産
基
盤
の
整

備
は
極
め
て
肝
要
で
あ
り
、

こ
の
基
盤
が
積
極
的
に
役
割

を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

水
産
振
興
の
み
な
ら
ず
、
地

域
の
活
性
化
に
も
資
す
る
こ

と
と
な
る
の
で
引
き
続
き
真

剣
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
水
産
資
源
の

回
復
の
た
め
の
海
域
環
境
の

整
備
や
衛
生
管
理
対
策
な
ど

漁
港
機
能
の
高
度
化
が
喫
緊

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

日
は
、
水
産
基
盤
整
備
事
業

に
係
る
平
成
２３
年
度
の
概
算

要
望
に
つ
い
て
、
水
産
庁
か

ら
説
明
し
て
頂
く
。
国
の
財

政
状
況
か
ら
大
変
厳
し
い
も

の
と
な
る
こ
と
は
重
々
承
知

し
て
い
る
が
、
議
論
を
お
願

い
し
た
い
。
平
成
２３
年
度
概

算
要
求
に
当
た
っ
て
は
、「
資

源
管
理
・
漁
業
所
得
保
障
対

策
」
の
新
し
い
枠
組
み
を
作

る
た
め
に
、
水
産
庁
予
算
の

全
般
的
な
組
替
え
が
行
わ
れ

た
と
聞
い
て
お
り
、
こ
う
い

っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
い

か
に
水
産
環
境
整
備
、
流
通

拠
点
漁
港
に
お
け
る
衛
生
管

理
対
策
等
の
推
進
を
図
る
か

と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
議

論
を
願
い
た
い
。
本
議
連
と

し
て
は
、
我
が
国
水
産
業
を

支
え
る
各
地
域
が
よ
り
一
層

活
性
化
す
る
よ
う

に
更
な
る
活
動
を

し
て
参
り
た
い
と

考
え
て
い
る
。
出

席
の
先
生
方
、
関

係
団
体
の
十
分
な

意
見
を
賜
り
、
今

後
と
も
議
連
と
し

て
の
対
策
を
展
開

し
て
い
き
た
い
と

考
え
る
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
す

る
」
と
挨
拶
を
し

た
。水

産
庁
の
橋
本
漁
港
漁
場

整
備
部
長
が
、
平
成
２３
年
度

水
産
基
盤
整
備
事
業
の
概
算

要
求
額
と
重
点
事
項
の
�
水

産
環
境
整
備
と
流
通
拠
点
漁

港
に
お
け
る
衛
生
管
理
対
策

に
重
点
化
、
小
規
模
漁
港
の

整
備
を
抑
制
�
水
産
環
境
整

備
、
特
３
漁
港
等
の
整
備
に

か
か
る
制
度
、
事
業
内
容
の

充
実
等
に
つ
い
て
概
要
を
説

明
し
た
。

そ
の
後
の
意
見
交
換
で

は
、
出
席
し
た
議
員
か
ら
、

小
規
模
漁
港
の
整
備
抑
制
、

流
通
拠
点
漁
港
に
お
け
る
衛

生
管
理
対
策
、
農
山
漁
村
地

域
整
備
交
付
金
等
に
つ
い
て

の
意
見
や
質
問
が
出
さ
れ

た
。
特
に
「
小
規
模
漁
港
の

整
備
抑
制
」
に
つ
い
て
は
、

地
方
の
切
り
捨
て
で
あ
り
、

沿
岸
漁
業
が
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
る
。
抑
制
と
い
う
今
ま

で
に
な
い
厳
し
い
表
現
に
な

っ
て
お
り
、
議
連
と
し
て
は

認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い

な
ど
と
い
っ
た
厳
し
い
意
見

が
あ
っ
た
。

最
後
に
衛
藤
会
長
が
、「
本

年
度
予
算
が
前
年
度
比
３２
％

減
、
そ
し
て
来
年
度
要
求
額

が
本
年
度
比
１２
％
減
と
な
っ

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
ほ
っ
て

お
く
と
益
々
減
と
な
っ
て
い

く
。
小
規
模
漁
港
は
、
生
産

基
盤
そ
の
も
の
で
あ
り
生
活

基
盤
の
役
割
も
果
た
し
て
い

る
。
漁
村
が
限
界
集
落
に
な

ら
な
い
よ
う
小
規
模
漁
港
を

必
死
に
支
え
て
い
く
。
こ
れ

ら
を
傍
観
し
て
い
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
の
で
、
議
連
と

し
て
特
別
決
議
を
し
て
、
財

務
大
臣
、
農
水
大
臣
な
ど
に

要
請
す
る
な
ど
し
っ
か
り
対

応
を
し
て
い
き
た
い
。
」
と

挨
拶
し
閉
会
し
た
。

本
人
出
席
の
国
会
議
員

は
、
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
衆
議
院
議
員
】

赤
澤
亮
正
、
衛
藤
征
士
郎
、

金
子
恭
之
、
河
村
建
夫
、
北

村
誠
吾
、
木
村
太
郎
、
竹
下

亘
、
谷
公
一
、
野
田
毅
、
福

井
照
、
宮
腰
光
寛
、
山
本
公

一【
参
議
院
議
員
】

磯
崎
陽
輔
、
加
治
屋
義
人
、

鶴
保
庸
介
、
野
村
哲
郎
、
牧

野
た
か
お

代
理
出
席
は
１５
名

９
月
２
日
（
木
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協

会
専
務
理
事
原
口
健
二

氏
、
同
協
会
総
務
課
長

高
橋
猛
氏
、

青
森
県
農

林
水
産
部

水
産
局
漁

港
漁
場
整

備
課
長
新
山
英
邦
氏
、

同
課
施
設
整
備
グ
ル
ー

プ
主
査
成
田
鉄
也
氏

９
月
１２
日
（
日
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会

田
中
会
長
は
愛
知
県
へ

出
張９

月
２１
日
（
火
）

青
森
県
漁
港
漁
場
協

会
総
務
課
主
幹
植
村
和

子
氏
、
同
協
会
業
務
課

総
括
主
査
成
田
靖
子
氏

９
月
２２
日
（
水
）

兵
庫
県
農
政
環
境
部

農
林
水
産

局
漁
港
課

長
坪
内
稚

和
氏岩

手
県

漁
港
漁
村
協
会
専
務
理

事
船
越
穣
氏

平成２２年度

������	
��� ��

青
森
県
漁
港
漁
場
整
備
事
業
研
修
会

水水
産産
庁庁
人人
事事
異異
動動

予算概算要求を協議

議連の臨時総会の様子

漁港漁場漁村整備促進
議員連盟が臨時総会

（
十
月
一
日
）

１７０名が参加した青森県漁港漁場整備事業研修会

平成２３年度

熊
本
県
漁
港
漁
場
協
会
が
総
会

平成２２年度

漁 港 漁 場 月 報

市
町
水
産
関
係
担
当
者
研
修
会

�社
福
岡
県
漁
港
漁
場
協
会

市町水産関係担当者研修会の様子

平
成
２２
年
度
通
常
総
会
及
び
実
務
演
習

昭和３０年４月８日第三種郵便物認可

青
森
県
漁
村
災
害
対
策
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
議
会

通常総会の様子

自
９
月
１
日

漁漁

港港

往往

来来

至
９
月
３０
日

国国
際際
航航
路路
協協
会会
アア
ジジ
アア
地地
区区

１１
２２
５５
周周
年年
記記
念念
事事
業業
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